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要介護となる原因疾患

（一社）健康・省エネ住宅を推進する国民会議

出典：厚生労働省「要介護者等の状況」2007 等

循環器疾患が要介護の大部分を占めている



冬季に急増する住宅内の循環器疾患死

冬 春 夏 秋 冬



住環境がスイッチとなるヒートショック

入浴時の温度と血圧変動のイメージ



日本で一番家の中が温かい県は？

1位 北海道（21.67℃）

2位 秋田県（21.38℃）

3位 青森県（20.96℃）

45位 長崎県（17.62℃）

46位 和歌山県（17.59℃）

47位 佐賀県（17.37℃）

※暖房をかけて生活している温度
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出典：ウェザーニュース「部屋の温度調査2011」 冬季1月実施



長崎の特徴は？

年平均気温ランキング 6位 外気温はまあまあ

室内温度ランキング 45位 寒い

まあまあ温暖な気候の為、
冬の寒さへの配慮が足りていない

その結果屋内は寒い

という事が考えられる



起床時最高血圧と居室温の関係と断熱改修
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住環境（温熱環境等）と健康の関連性についての普及啓発

（１）健康・省エネ住宅普及シンポジウム開催実績

平成２５年 ＜シンポジウムへの動員層別＞

平成２７年

平成２８年

平成２９年

平成３０年

令和 元年

ながさき健康・省エネ住宅推進協議会活動実績

行政 １０１名

大学・医療 ５５名

建築 ４７５名

一般 ７７４名

シンポジウム総動員数 約１,４００名

（２）住宅建築主向け「医師と考える健康な家づくりセミナー」開催実績

長崎県各地で普及啓発セミナーを開催

長崎市

諫早市

佐世保市

大村市

参加人数 累計３０１名



医師と考える健康な家づくり普及促進の小冊子の製作

VOL 1 テーマ 高断熱住宅と健康

VOL 2 テーマ アレルギーと住宅

ながさき健康・省エネ住宅推進協議会活動実績



～長崎県・医療福祉・建築のさらなる連携～

①普及啓発セミナーの開催

②セミナー参加者の中から、希望者への住環境・健康状態の調査実施

③住環境の改善（大がかりなリフォームだけでなく、住まい方の工夫を啓蒙）による
長崎県民の健康寿命の延伸を目指す（地域包括支援センターとの連携）

今後の取組

＜令和元年12月 建築士会向けセミナー＞ ＜令和2年2月 老人会向けセミナー＞


